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1． はじめに 

非タスク型対話システムは特定の要求への情

報の提供を目的としておらず、主に雑談形式の

対話の事を指す．非タスク型対話システムの現

状は，ユーザの会話に対して不自然な応答を行

うことが多く対話が破綻する問題がある．そこ

で，対話ログから動的に変化する話題を検出す

ることで，実際に非タスク型対話システムに話

題の変化を学習し導入できると考えた．そのた

め，本論文では自然に対話を継続させるという

目標を達成するための第一歩として，対話ログ

から局所的及び大局的に遷移する話題を検出す

る手法を提案し非タスク型対話システムへの導

入を検討する． 

 

2． 関連研究 

谷津ら[2]はあらかじめ話題を人手で定義する

ことでそれぞれのドメインに適した発話生成を

している．また，福永ら[3]は発話内容をクラス

タリングすることで，あらかじめ人手を定義す

ることなく実際の対話から話題を抽出している．

以上のように，対話システムに対して話題を検

出し利用することは自然な応答に有効的である．

しかし，記述した研究において大局的な話題を

利用しているが，局所的な話題の利用は行われ

ていない．実際には局所的な話題は流れるよう

に遷移している．そのため，局所的な話題を検

出することは重要であり，対話システムにおい

て更に自然な応答生成に寄与すると考えられる 

 

3． Sidner の焦点モデル 

文章の中で，話題の中心となる実体を焦点と呼 

ぶ．この焦点を検出することで動的に遷移する 

 

 

 

話題を検出することができると考えられる． 

Sidner のアルゴリズム[1]は前の文で出現した話

題を継続して話す際には，代名詞等が使われる

ため，焦点となる実体は照応詞の指示実体とし

て出現しやすいとの仮定に基づいている．

Sidner は三つの焦点を管理するレジスタ(①Cur-

rent Focus(CF)，②Alternate Focus List(ALFL)，

③Focus Stack(FS))を提案した．  

上記の三つのレジスタを使用して以下の焦点

推定アルゴリズムを実行する． 

A) 先頭文に対して焦点の候補を選定する． 

B) 焦点を使用して照応処理を実行する． 

C) 検出された照応詞に基づき焦点を管理す

るレジスタを更新する．処理 B から処理 

C を繰り返し実行する． 

焦点の候補を選定する際の ALFL 中のランク付

けは格要素に対する優先順位によって定まる． 

 

4． 話題遷移の事前調査 

提実際に対話において話題が推移しているか

事前に調査した．図 1が調査結果の一例である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1：話題が推移する会話ログ例 

図 1において，大局的な話題は一定であっても，

局所的な話題は話が流れるにつれ推移している． 
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5． 雑談における遷移する話題の推定手法 

提案手法では，Sidner の焦点モデルを参考に

単語集合の中から焦点を推定し，その時点での

話題として抽出する．抽出した話題は各時点に

おける局所的な話題であるため WordNet の概念情

報から各局所的な話題に共通する上位概念を大

局的な話題として推定する．  

提案手法では話者毎に焦点を抽出した後に各

時点での総合的な焦点を各話者の焦点を統合し

算出する． 

実際には，各レジスタを話者ごとに準備して

各話者の発話内容のみから各焦点を抽出する．

各話者の焦点の統合規則は以下の通りである． 

A) 話者全員の焦点が同等である場合，その焦点

を統合した焦点とする 

B) 3 人以上での雑談の場合，各話者の焦点にお

ける多数決で統合した焦点を選択する． 

C) 規則 Bで同数の場合，又は 2人による雑談の

場合は，各話者の焦点における尤度が最も高

い焦点を統合した焦点とする． 
 

規則 3で用いる各話者の焦点における尤度は

以下の式(1)で算出する． 

𝑓𝑖𝑗 =
𝜇×max

𝑗
𝑙𝑖𝑗

𝑑𝑖
       (1) 

式(1)において𝑖は焦点，𝑗は話者を表す．そし

て，𝑓𝑖𝑗は𝑗番目の話者における𝑖番目の焦点の尤度

である．また，𝑙𝑖𝑗は𝑖番目の焦点が出現した𝑗番目

の話者の会話文における文長である．𝑑𝑖は𝑖番目

の焦点が最近出現した文までの文数である．𝜇は

文長に対する重みである． 

 

6． 対話ログの話題遷移推定 

対話コーパスとして日本語自然会話書き起こ

しコーパス(旧名大会話コーパス)を使用する．

図 2の左図に各話者において推定した焦点の結果

の一例を，図 2の右図に各話者における焦点から

統合した焦点の結果を示す． 

図 2から，話題がハンバーガーから流れて虫歯

へと遷移していることが確認できる．  

そして，5 節で説明したように WordNet と局所

的な話題を使って大局的な話題を推定した一例

を表 1に示す． 

表 1においてコーラと虫歯の共通上位概念は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図 2：各時点における焦点 
 

     表 1：図 2に対する大局的な話題推定 

 

 

 

 

 

 

 

physical entity になるが概念距離も遠くあまり

に上位な概念であるため話題として適していな

いと考える．  

 

7． おわりに 

大局的には話題の遷移がない対話ログも存在

するが，局所的に考えるとやはり話題の遷移は

確認された．局所的な話題の遷移を対話システ

ムに導入することは重要であると考えられる．

本論文では局所的な話題は各話者の焦点から統

合して算出し，大局的な話題は WordNet における

共通する上位概念から求めた．課題としては遷

移する局所的及び大局的な話題を正しく抽出で

きているか定量的に評価する必要がある． 
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遷移前 遷移後

φ ハンバーガー ハンバーガー

ハンバーガー ファーストフード food

ファーストフード コーラ food

コーラ 虫歯 physical entity

虫歯 コーヒー physical entity

コーヒー φ コーヒー

共通する上位概念
局所的な話題の遷移
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